
 

 

（自民隆盛会：石川県小松市） 

自動運転バスについて 

【日時】令和６年７月 23 日 13 時 30 分～16 時 00 分 

            【場所】Ｋｏｍａｔｓｕ九 
 

１． 視察地の概要 

昭和 15 年に２町８村が合併して市制施行し、小松 

市が誕生した。さらに昭和 30 年、昭和 31 年の合計９

村が編入し、現在の市域となった。現在の人口は約

10 万人。名産品は九谷焼が世界的にも有名である。

他にも小松うどんや塩焼きそばなどがある。アクセス

は小松空港とあわせて北陸新幹線の開業により、より

利便性が向上した。ふるさと納税にも力をいれている。 

 

 

２． 調査事項の概要 

北陸新幹線の開業で、小松空港と小松駅の快適かつスムーズなアクセスが必要となった。 

また、交通の安定化を進める必要もあり、自動運転バスを導入した。自動運転の技術が日に日

に進む中、当市においても公共交通の安定化と将来を見据えた公共交通のあり方を改めて考える

必要があると考え、参考となる小松市を視察した。 

 

 

３． 主な質疑とその回答 

Ｑ．自動運転バスの導入の経緯は 

Ａ．駅と空港のアクセス向上と安定的な公共交通の確立のため。 

 

Ｑ．事業者選定に関する方法は。 

Ａ．市内に大手自動車企業があり、相談する中で現在事業を行っている企業を紹介いただいた。 

    また、国、県、大学などと協議会を組織し、進めた。 

 

Ｑ．自動運転バスの導入経費はどれくらいか。 

Ａ．時期や自治体によって金額が違うと思うが、小松市では試験運行の令和 5年で約 3億 1500

万円。内閣府のデジタル田園都市国家構想補助金等を活用。バス自体は１台約 7500 万円

で、２台所有。 

 

Ｑ．現在の課題は 

Ａ．車線変更や右折が技術的に高度であるため、スムーズにいかないことがある。 

 

Ｑ．今後の展開は 

  Ａ．レベル２での運転であるので、レベル４へ早期に実現したい。また、車両の大型化や障害

者にもやさしい自動運転バスを目指したい。 

 

小松駅にて 



 

 

（自民隆盛会：石川県小松市） 

 

 

４． 所見・西尾市政への反映に向けた課題 

・西尾市において、路線バスの充実は将来の超

高齢化社会でのサービスの提供を考える中で

最も解決すべき課題の一つである。改善策の

一つとして自動運転バスは魅力的な施策であ

る。にしがま線の将来のあり方や地域交通の

安定的な提供のためにはいつかは必要になる

と思う。まだ、課題は多いが技術革新の早い

ため、早期の検討が必要と考える。 

・運転手不足の深刻化が予想される中、自動運

転バスの導入は将来必ず必要になる。現段階ではまだ課題があるが、技術革新のスピードは加

速していく。導入に向けた準備・情報の取得は常にしておく必要がある。 

・まだ、自動運転バスを導入している自治体は少ないが、このことを逆手に取って観光の一つと

とらえて小松市は導入されている。実際にわざわざ自動運転バスに乗るために来られる方も少

なくないと聞いた。西尾市の観光の一つとしても魅力が出せるのではないかと考える。 

 

 

 

視察中の様子 
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